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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、切断刺激因子（CSTF）を形成する3つのサブユニットのうちの1つをコードしています。CSTFは、pre-mRNAのポリアデニル化と3'末端切断に関与しています。哺乳類Gタンパク質のβサブユニットと同様に、このタンパク質はトランスデューシン様リピート構造を有しています。この遺伝子には、5' UTRが異なるものの、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：N末端はホモ二量体形成を媒介します。,ドメイン：WD6ドメインはBARD1との相互作用に必要です。WDドメインはCSTF3との相互作用を担っています。,機能：哺乳類pre-mRNAのポリアデニル化と3'末端切断に必要な複数の因子のうちの1つ。 CSTFが他の因子と相互作用してpre-mRNA上に安定な複合体を形成する役割を担っていると考えられる。,PTM:N末端はブロックされている。,類似性:6つのWDリピートを含む。,サブユニット:ホモ二量体。CSTF複合体は、CSTF1（50 kDaサブユニット）、CSTF2（64 kDaサブユニット）、およびCSTF3（77 kDaサブユニット）から構成される。CSTF3と直接相互作用する。BARD1と相互作用する。,
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	CSTF1抗体を用いたHUVECおよび293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CstF-50 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

